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事業成果報告書（平成 28年度）

　助成事業の概要

平成 25 年度より厚生労働省「ひきこもり対策推
進事業の拡充」では「ひきこもりサポーター養成
研修・派遣事業」が実施され、その役割の一つと
して訪問支援が期待されている。しかしながら訪
問支援は社会的ニーズがあっても実践場面では多
くの課題が残されている。そこで本事業ではひき
こもり当事者と親密な関係が築きやすいひきこも
りピア・サポーターが中心となってお互い無理な
い距離感を保ちながらひきこもり当事者と接触を
図る手紙（絵葉書）を活用した効果的なアウト・
リーチ実践を研究することを目的に実施した。平
成 27年 4月に本実践研究委員会を発足し実践者
からのヒアリング調査に基づき実施に伴う留意点
を整理したとともに、希望者の募集にあたっては
案内チラシ 300 部を作成して主要な関係団体機
関への周知と併せて北海道内 12 箇所のひきこも
り自助会や家族会などの集会の場において説明会
を開催して積極的に希望者を募った。その結果、
応募に同意を得ることができた合計 56 人のひき
こもり当事者に対して手紙（絵葉書）を届けるこ
とが可能となった。ひきこもり当事者にはひきこ
もりピア・サポーター 4 人がそれぞれ分担して
毎回心のこもったオリジナルのイラストや写真に
直筆でコメントを添えて平成 27年 4月から平成
28 年 3 月までの実施期間、原則週１回の頻度で
郵送を行なってきた。

　事業の成果

本実践研究の副題を「見返りを求めず片思いでゆ
るやかにつながる試み」としたとおり、手紙は文
通を前提したものではなく、受け取ったひきこも
り当事者がその後それをどのように処理しようと
構わない一方通行で片思いのような役割として
位置づけているところに特徴があった。だからこ
そ手紙の中でも絵葉書にした理由はそこにある。
文章で伝えるよりも視覚で伝える絵葉書のほう
が悩んでいるひきこもり当事者の心をとらえ、こ
ちらの思いを伝えやすくするのではないだろう
か。そしてインターネットやスマートフォンなど
が主流であるデジタルの時代だからこそアナロ
グの絵葉書のほうがこれまで失われてきた手の
ぬくもりを実感できるのではなかと考えたから
だ。毎回どんな記念切手を使おうか、イラストや
写真はどれにするかな。添えるコメントもひきこ
もり当事者が抱えている現状や世間で話題になっ
ている出来事には触れないほうが良いから、ごく
何気ない日常的な季節などを感じ取れるもののほ
うが癒されやすいだろうなと、ひきこもりピア・
サポーターもまた毎回絵葉書と向き合う時間が新
たな気づきと創造を見出す貴重な時間で自分もこ
うして活動しているときがとても楽しいと思える
成功体験でもあった。
本実践研究の成果は、当初の予想を超えて広がり
をみせた。受け取った絵葉書を家族や親しい友人
と共有したという回答が約 3 割あったほか、自
由記述回答（FA）ではアンケート調査をきっか
けにひきこもり当事者と親が 1回だけ共有でき
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たという事例や両親だけではなく兄弟姉妹や精神
保健福祉士などの専門職と共有した事例などがみ
られた。また返信を求めない実践ではあったにも
かかわらず、少数ながらも「自分の意思で返信し
た（7 人・15.9%）」当事者があったことはささ
やかな成果であった。なかには文通に進展した
ケースもあり、ひきこもり当事者からは対面やイ
ンターネットでの交流も苦手だが手紙（絵葉書）
だと不思議なことに正直になれるといった率直
な意見も寄せられた。当 NPO が開催している自
助会「SANGOの会」の例会にも突然姿をみせて
くれたひきこもり当事者もいたりしてその波及効
果そのものは大きかったといえる。

　成果の広報・公表

本実践研究の成果は「ひきこもりピア・サポーター
による手紙を活用した効果的なアウト・リーチ実
践研究報告書」（A4判二段組モノクロ全 22頁平
綴じ印刷製本 300 部）としてまとめ、道内の関
係団体機関に郵送配布して公表するとともに併せ
て電子書籍化も行ない広く一般市民等にも無料で
閲覧できるようにした。加えて当 NPO のホーム
ページ上にも案内を掲示して希望者の手にわたる
よう広く周知した。
また本報告書は平成 27 年 11 月から 12 月にか
けて実施した手紙（絵葉書）によるアウト・リー
チ利用者アンケート調査分析結果（回答者 44人・
平均年齢 33.43 歳 / 回答率 79%）をもとに、長
期在宅状態にあるひきこもり当事者とつながる手
紙（絵葉書）を活用したアウト・リーチ実践の有
効性と課題について詳細に考察している。この成
果については平成 28 年 2 月 27 日・28 日両日、
桜の聖母短期大学（福島市）にて開催された若者
支援全国協同連絡会（代表 大東文化大学 太田政
男）主催の「第 11 回全国若者・ひきこもり協同
実践交流会 in ふくしま」のテーマ別実践交流会

⑤「ひきこもる家庭への支援」において発表する
機会を得た。ソーシャルワーク領域において十分
な研究が積み重ねられてきたとは言い難い広義
のアウト・リーチとしての手紙（絵葉書）の方法
論に着眼した点において関心が寄せられた。

　今後の展開

　手紙（絵葉書）によるアウト・リーチ利用者ア
ンケート調査分析結果によれば、平成 28年 3月
で終了する本事業を 4 月以降も継続するか否か
について利用者に質問したところ「ぜひとも続け
てほしい（38.6％）」「できれば続けてほしい
（20.5％）」と全体の半数以上が今後も継続の意
思を表明し、「有料でも続けてほしい（25.0%）」
も全体の 2 割を超えることからその切実な要求
として受け止め、今後も利用を希望するひきこも
り当事者にはこれまでどおり無料で実施してい
く予定である。
　また今回は手紙（絵葉書）の効果や有効性につ
いて実践に基づき考察を行なってきたが、今後は
担い手であるひきこもりピア・サポーターへの影
響や変化の測定をはじめ、手紙（絵葉書）を活用
したアウト・リーチがそれぞれの地域に根付いて
いくための研修プログラム開発などの検討をす
すめていきたい。
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